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B43.　 徳 島県南におけ る菊栽培農民 の健康障害について

○坂 東 玲 芳(徳 島県厚生連 麻植協同病院)

井 上 博 之 多 喜 田 静

(徳 島県厚生連 保健事業部)

目 的

徳島県南 のビニールハウスによ る促成菊栽培農民 に発症 のみ られる皮膚のかぶれ,呼 吸器障害

の実態 を把握 し,そ の原因 を究明 して,こ れ らの予防 と防護対策 を確立す るこ とを目的 とす る。

対 象と方法

対 象の菊栽培農家は80戸,栽 培面積は790ア ール,地 域 は海部郡牟岐,日 和佐,海 南,海 部の

4町 に ま た か っ て い る 。51年2月 中,下 旬 に

施 行 した 第1回 調 査 の対 象 者 は,男 子26名(平

均 年 令51.6才),女 子36名(45.9才)で あ っ た 。

こ の 人 達 に,こ れ らの 症 状 等 に 関 連 す る ア ン ケ

ー ト調 査 と
,採 血 検 査 を含 む健 康 診 断,お よび

中,55名 を対 象 に,繁 用 す る 農 薬8種(常 用 濃

度 の 千 倍 液),2種 の 菊 の 葉,金 力 の 葉 汁 に よ

る パ ッチ(鳥 居 薬 品 製)テ ス ト を施 行 した 。7月

初 旬 施 行 の 第2回 調 査 は,海 部,海 南 両 町 の 人

達,男 子17名(53.1才),女 子16名(46.9才)

(2回 と も 受 診 は19名)を 対 象 と し,第1回 の

調 査,診 察 に 加 え て,菊 の 葉 汁 の 抽 出分 画9種

に よ る パ ッチ テ ス トを 実 施 した 。

表1　 皮膚かぶれの程度と発症者率(初 回調査)

廾 かぶれが栽培期間 を通 じてあるもの

+か ぶれが栽培最盛期にみ られるもの

± か ゆみのあるもの

表2　 呼吸器症状の程度と発症者率(初 回調査)

※廾 せ きとともに喘鳴,く しゃみ,鼻 水等 アレルギー症状

のある もの

+せ き との どの不快感のあるもの

± のどの不快感 のあるもの

表3　 第2回 目調査時のかぶれと呼吸器症状

表4　 かぶれと呼吸器症状有症者の関係

健康診断 の結果

かぶれは,接 触性皮膚炎の像 を示 し,呼 吸器

症状はせ きを主徴 として,毛 茸の吸入による機

械的刺戟 による ものの他,ア レルギーの関与も

考 えられるが,こ れ らの症状に関連する他の異

常はみ られなか った。
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アンケー ト調査結果

皮膚 のかぶれは,菊 の栽培年数

と関係な く,栽 培面積 とは多少の

関連があ り,皮 膚 の露出部に多 く,

菊に接す る時間 と機会 の多い人達

ほ ど多い。男性 よ り女性 によ り発症 す

る他,菊 の種類,地 域 によっても差異

が あ っ た が,表1に 示 した よ うに 発 症 率 は38.7%で あ っ た 。

ま た,原 因 と し て,菊 とす る も の6,農 薬 と考 え る も の4の

割 合 で あ っ た 。 呼 吸 器 症 状 の発 症 率 は,表2の よ う に46.8%

で,か ぶ れ よ り さ ら に 高 い 。 ま た,表3の 如 く,か ぶ れ を み

る 者 の73%に 呼 吸 器 症 状 も発 症 し,体 質 的 要 因 の 関 与 が 考 え

られ る 。

表5　 菊 と農薬によるパッチテスト結果

(農 薬パ ッチに対 しては0.5%)

※DDVP,マ ンネブダイセンM各1例 。農楽パ ッチ数8種 ×55=440

病院 職員男女各10名 に対す る同様のテス トは全例陰性

表6　 かぶれ有症者のパッチテスト(菊葉汁)

表7　菊(金 力)の 葉抽出分画による

パッチテストの結果

パッチテス ト結果

表5に パ ッチ テス ト結果 を示 した。対照被検者 とした病院

職 員男女計20名 の結果は全例陰性であった。 この表にみ られ

るように,か ぶれの大半 は菊 そのものによる もの と考 えられ,

この結果は農民の訴 えとも一致す る。 また,菊 の種類 に も大

き く関係す る。 さらに,か ぶれ発症 者のテス ト陽性率は,表6

に示 したように63.6%と 高 く,か ぶれ菊説 を強 く支持す る。

表8　菊の葉汁によるパ ッチ陽性者の

抽出分画陽性者率

菊(金 力)の 抽出分画によるパッチテス ト結果

徳島大学生物薬品化学教室(藤 多教授)に よ り抽出せ られた菊(金 力)成 分 の分画9種 によるパ

ッチテス ト結果 を表7,8に 示 した。菊その ものよ りは低 い陽性率であったが,か な り高い陽性

率 を示 し,葉 汁陽性者の37.5%に 抽 出分画の陽性者がみ られた。 この分画有効成分は,

sesquiterpene lactoneが,想 定せ られてい る。

結 論

促成菊栽培農民 にみ られる皮膚のかぶれ(接 触性皮膚炎)お よび呼吸器障害 の発症率は,40～

50%前 後 と高い。 しか し,各 種の防護,予 防対 策 により軽減できる可能性がある。 かぶれの原因

は,パ ッチテス トによる検索か ら考 えると,大 半 が菊によるものであるが,一 部 は農薬が,さ ら

に各種作業環 境等の影響が考 えられる。かぶれ原因物質,(ア レルゲ ンとな りうるもの)の 抽出

も進行中で,化 学的成分につ いても,あ る程度 のめどがついている現状 を報告 した。


